
　本論文は，課程博士候補論文を構成する論文の一部
として，以下の審査委員により審査を受けた。
　審査委員：宮谷真人（主任指導教員），中條和光，
　　　　　　森永康子，中尾　敬

─ 675 ─

広島大学大学院人間社会科学研究科紀要「教育学研究」第１号　2020　675－683

１．研究の背景と目的

　日常生活において，「この話は A さんから聞いたの
か B さんから聞いたのか」，「外出時に窓に鍵をかけ
たかかけようと思っただけだったのか」，「今日服用分
の薬を既に飲んだかどうか」などのように，思い出さ
れる出来事がいつ，どのように得られたのかについて，
我々は記憶の情報源の認識・判断を行っている。こ

のように，記憶の起源 ( ソース ) についての帰属判断
を伴う一連のプロセスを，ソースモニタリングという 
(Johnson, Hashtroudi, & Lindsay, 1993)。Johnson et 
al. (1993) によれば，ソースには，ある出来事の空間的・
時間的文脈や，色や形，音などの知覚的詳細に関する
情報，認知的操作に関わる情報など，ある記憶を得た
状況を特定する様々な情報が含まれる。
　ソースモニタリングは，判断の対象となる記憶が内
的に生成されたものに由来するのか，外界の知覚に
よって獲得されるものに由来するのかという観点でい
くつかの種類に分類されている (Johnson et al., 1993; 
金城，2001)。中でも特に，実際に見たり聞いたりし
て知覚された外部情報に由来する記憶と，自身の思考
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や想像による内部情報に由来する記憶の弁別・判断
過程は，リアリティモニタリング (reality monitoring: 
RM) と呼ばれる (Johnson, 1988)。例えば，コンロの
火を実際に消したことを確認したのか，火を消そうと
考えたり火を消すところを想像したりしただけで実際
には行っていないのかを判断するプロセスは，日常生
活における RM の例である。
　RM に関する研究では，主に実験課題のパフォー
マンスを指標として RM 能力の検討が行われてき
た。これまでに，ソース間の類似性 (e.g., Henkel & 
Franklin, 1998) や，発達による影響 (e.g., Sussman, 
2001)，アルツハイマー病などの疾患の影響 (e.g., El 
Haj, Fasotti, & Allain, 2012; Fairfi eld & Mammarella, 
2009) など，RM に関わる様々な要因が検討されてい
る。RM の低下と関わる要因や特性が検討される中で
も，特に統合失調症患者は RM エラーが生じやすい
ことが繰り返し示されており (e.g., Harvey, 1985)，幻
聴などの統合失調症の陽性症状は，患者自身の思考や
内声を他者が発話したものとして誤って帰属するとい
う RM の障害で説明できる可能性も示唆されている 
( 自己モニタリング仮説：浅井・丹野，2010；Frith, 
1987)。
　また，RM の神経基盤についても，RM 課題中の脳
活動を fMRI や EEG などの認知神経科学的手法を用
いて測定することで，RM エラーなどのパフォーマン
ス指標と関連する脳活動の検討が進んでいる。これ
までに多くの研究で，脳の前頭領域の機能不全が RM
を損ない，RM エラーを生じさせる可能性が指摘さ
れてきた (e.g., Johnson et al., 1993)。特に，内側前頭
前皮質 (medial prefrontal cortex: mPFC) が RM 課題
の遂行に重要な役割を果たすことが示唆されている 
(Simons, Garrison, & Johnson, 2017)。同様の傾向は統
合失調症患者を対象とした研究でも確認されている。
すなわち，統合失調症患者に対して RM 課題を実施
した際に吻側 mPFC の活動が低下しており，mPFC
機能の障害は統合失調症の特徴の一つである可能性
も示唆されている (Vinogradov, Luks, Schulman, & 
Simpson, 2008)。さらに，RM に関連する脳部位だけ
でなく，特定の周波数帯域の神経活動と RM の関連
についてもいくつか示唆されている。そのうちの１つ
が，β帯域の神経活動である。特に前頭β帯域の活動
はトップダウンの認知制御に関わるとされているほ
か (Engel & Fries, 2010)，β帯域の神経活動の変化に
は内的に生成される行為と外界に由来する行為の違い
が反映される可能性も示唆されている (Khalighinejad, 
Schurger, Desantis, Zmigrod, & Haggard, 2018)。実
際に，RM 課題中，自身で生成した情報と外的に得ら

れた情報とで mPFC におけるβ帯域の神経活動が異
なることも明らかになっている (Subramaniam et al., 
2019)。
　このように，RM 課題を用いて実験的に RM 能力
が検討されてきた一方で，近年では実験室実験によ
る研究以外のアプローチとして，日常記憶研究の立
場から日誌法や質問紙法を用いて RM を捉えようと
する動きもある (e.g., Kemp, Burt, & Sheen, 2003; 中
田・森田，2014)。中田・森田 (2014) は，日常場面に
おける RM エラー経験の傾向を主観評定によって評
価するリアリティ・モニタリング・エラー経験質問紙 
(Reality-Monitoring Error Experience Questionnaire: 
RMEEQ) を作成し，信頼性・妥当性の検討を行った。
RMEEQ は，「昔の事柄について，実際にはなかった
ことを現実のことだと思い込んでいたことがある」と
いった日常生活で経験し得る多様な RM エラー経験
について，普段どの程度経験するか主観評価を求める
尺度であり，得点が高いほど普段の生活で RM エラー
を経験していると個人が認識していることを意味す
る。RMEEQ と個人特性の関連については，RMEEQ
得点が解離性体験傾向と正に相関すること ( 中田・森
田，2014)，強迫神経症傾向のうち疑惑・強迫的思考
傾向と正に相関すること ( 中田・森田，2017) などが
報告されている。これらの RMEEQ と関連する特性
は，RM 能力の低さと解離性体験 (Hyman & Billings, 
1998) や RM の確信度の低さと強迫性障害 (McNally, 
& Kohlbeck, 1993; レビューとして Lavallé, Brunelin, 
Bation, & Mondino, 2020) の関連が示されていること
と一致する。
　RM 課題を用いて厳密な条件統制のもとで RM に影
響する要因を検討できる実験室的アプローチと比較し
て，RMEEQ のように日常記憶的アプローチによって
研究を行う場合には，実験室場面と比較してより自然
な日常場面における RM の実態を明らかにできると
いう利点がある。加えて，RMEEQ は回答者自身の記
憶活動について主観的な自己評価を求める尺度である
ため，個人が自分自身の RM 行動や能力をどのよう
に認識しているか，自身の RM に関する主観評価を
扱えること ( 中田・森田，2014) も特筆すべき点であ
る。RMを含むソースモニタリングは，単に記憶のソー
スの質の評価のみによって行われるものではなく，文
脈や自身の記憶活動に関して個人が有する知識など
に基づく複雑な判断の結果であると想定されている 
(Johnson et al., 1993)。したがって，自身の RM 行動
やその能力の主観評価で明らかにされる個人の記憶活
動に関する認識は RM の遂行にも影響を及ぼす１つ
の重要な要素であり，RM の詳細なメカニズムを明ら
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かにしていく上で自身の RM に関する主観評価を検
討することは非常に有用だと考えられる。しかしなが
ら，RMEEQ と解離傾向や強迫性傾向などの個人特性
との関連がいくつか報告されてはいるものの ( 中田・
森田，2014，2017)，自身の RM に関する主観評価を
扱った研究は未だ多くなく，日常場面における RM
行動やその能力に関する自己評価がどのような心理的
特性や神経活動における特性と関連するのかは明らか
になっていない。
　自身の RM に関する主観評価と関連する神経基盤
を検討する際に有用なアプローチの一つが，自発的脳
活動との関連を検討することである。近年の認知神
経科学的研究では，外界からの刺激入力を伴わない
安静時に計測される内因性の自発的脳活動と人間の
心理的特性や認知機能との関わりが注目を集めてい
る ( 宮内，2013; 宮内・上原・寒・小池・飛松，2012; 
Northoff , Duncan, & Hayes, 2010)。従来，外界からの
刺激入力によらない脳活動はノイズとみなされ研究対
象として扱われてこなかったが，最近では安静状態
で記録される内因性の自発脳波と様々な精神疾患や
個人特性との関連について検討が進められている ( 宮
内，2013)。内因性の自発的脳活動は，刺激によって
誘発される外因性脳活動を調整し，その後の行動や
反応に影響すると考えられている ( レビューとして，
Northoff , 2014; Northoff , Qin, & Nakao, 2010)。つまり，
RM 課題実施時の脳活動のように刺激によって誘発さ
れる外因性脳活動の個人差は，内因性脳活動に起因す
ると考えられる。したがって，本研究では，RM に関
わる自己評価に関連する内因性の自発的脳活動の特徴
を検討する。
　脳波の定量化には様々な指標があるが，本研究で
は，特に自発脳波の時間的変動に関わる指標に着目す
る。脳は外界からの刺激を受けずとも，神経間での
同期した電位変化が生起し，自発的に周期的な神経活
動を示す (Buzsaki, 2006)。従来，脳波は特定の周波数
の振幅などによって特徴づけられてきたが，近年では
時間の経過に伴う変動の仕方にも注目が集まっている 
(e.g., Linkenkaer-Hansen et al., 2005)。我々の神経活
動は内外からの刺激を受けて刻々と変化しており，そ
れらの変動は神経活動の協調の遷移を反映していると
言える。神経活動と様々な認知機能との関連が示され
ている中でも，記憶はシナプスの接続性の変化に依存
しており，特にニューロン間の同期レベルによって影
響を受ける現象の一つである (Hanslmayr, Axmacher, 
& Inman, 2019; Klimesch, 1996)。したがって，記憶の
ソースの弁別過程の一種である RM においても，時
間経過に伴う自発脳波の変動が重要な役割を果たす

可能性が考えられる。本研究では，時間的変動に焦点
を当てた指標として，自己相関の持続性 (long-range 
temporal correlation: LRTC; Linkenkaer-Hansen, 
Nikouline, Palva, & Ilmoniemi, 2001) と，ピーク周波
数の変動 (Wolff  et al., 2019) の２つを取り上げる。
　まず，LRTC は，近年心拍や脳波などの生体データ
に適用されるようになった指標の一つである。LRTC
は，トレンド除去変動分析 (detrended fl uctuation 
analysis: DFA) などの定量化手法を用いて評価され 
(e.g., Hardstone et al., 2012; Linkenkaer-Hansen et 
al., 2001)，神経活動の変動における数秒から数分の
期間の記憶の程度を反映していると考えられている 
(Linkenkaer-Hansen et al., 2001)。アルツハイマー病 
(Montez et al., 2009) や大うつ病 (Linkenkaer-Hansen 
et al., 2005) など様々な精神疾患で LRTC の減弱が
報告されており，例えば統合失調症の患者は健常者
と比べてα，β周波数帯域の振幅は変わらない一方
で，LRTC は弱いことが報告されている (Nikulin, 
Jönsson, & Brismar, 2012)。LRTC は，神経ネットワー
クの興奮性と抑制性の結合のバランスから生起する
ことが示されており (Poil, Hardstone, Mansyelder, & 
Linkenkaer-Hansen, 2012)，統合失調症患者で観察さ
れる弱い LRTC は，神経活動のランダムな変動の増
加，すなわち神経活動がよりランダムで統合されてい
ない状態に起因する可能性が提案されている (Nikulin 
et al., 2012)。
　また，ピーク周波数の変動係数 (coeffi  cient of 
variation: CV) を算出することで時間の経過における
自発脳波の変動を評価した研究もある (e.g., Wolff  et 
al., 2019)。ピーク周波数とは特定の周波数帯域におけ
る優勢周波数であり，神経ネットワークへの入力増加
に伴い増大する (Cohen, 2014)。また，低いピーク周
波数は神経発火の閾値を低下させることから，発火
タイミングの変動性を増加させることが示されてい
る (Cohen, 2014)。ピーク周波数の算出にはいくつか
方法があるが，Cohen (2014) は位相角の時系列を用い
て，各瞬間の位相ピーク周波数の時間変化を計算する
手法を提案している。ある周波数帯域のピーク周波数
の CV はピーク周波数の時間的な変動の大きさを表し
ており，CV が大きいほど，その周波数帯域のピーク
周波数が非定常であることを示している。Wolff  et al. 
(2019) は，大うつ病性障害の患者を対象に安静時の脳
波におけるピーク周波数の変動について検討し，大う
つ病性障害の患者は健常者と比較してα帯域のピーク
周波数が小さく，ピーク周波数の CV は大きいことを
示している。
　以上から，RM に関わる自己評価は情報統合を要す
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る記憶に関わる個人特性であり，統合失調症をはじめ
とする精神疾患の症状の背景としても想定されている
ことを踏まえると，安静状態で観察される自発脳波の
時間的変動が日常的な RM に関する自己評価にも関
与している可能性がある。そこで本研究では，日常生
活場面での RM エラー経験頻度の自己報告と，自発
脳波の時間的変動との関連を検討した。特に本研究で
は，自発脳波の時間的変動を捉えるために，自発脳波
の LRTC とピーク周波数の変動という２つの脳波指
標を用いた。
　先行研究の知見に基づき，本研究では，特に前頭領
域のβ帯域の活動に焦点を当てることとした。RM 能
力の神経基盤を検討した先行研究で，内的に生成した
情報の記銘・想起時に前頭β帯域の活動がより強く減
衰することが示唆されていること (Subramaniam et 
al., 2019) や，RM 能力の障害が指摘されている統合失
調症患者においてβ帯域の LRTC が減弱しているこ
と (Nikulin et al., 2012) から，日常場面における RM
の自己評価も，高周波帯域の活動と関連していると考
えられる。以上を踏まえて，本研究の仮説は，前頭β
帯域の波形の時間的変動，すなわち神経活動の不安定
さが，日常場面における RM エラーの経験しやすさ
の自己評価と正に相関するとした。具体的には，RM
エラー経験頻度と前頭β帯域の LRTC の指標が負に
相関し，RM エラー経験頻度と前頭β帯域のピーク周
波数の CV は正に相関すると予測した。

２．方法

2.1　参加者
　広島大学の大学生・大学院生169名が参加した。参
加者は全員が日本語母語話者であり，心身ともに健康
であること，実験開始３時間前からカフェインやアル
コールの摂取はしていないことが確認された。全ての
参加者から実験前に書面によるインフォームドコンセ
ントを得た。なお，質問紙の回答に不備があった者，
および取得した脳波データの前処理で過剰なアーティ
ファクトが見られた者を除外した結果，分析対象は
135名 ( 男性63名，女性72名，平均20.8歳，SD = 2.5) 
であった。脳波データは，LRTC 算出用に20秒ごとに
区切ったエポック数が前処理の結果10エポック未満，
または，ピーク周波数算出用に５秒ごとに区切ったエ
ポック数が前処理の結果100エポック未満だった場合
に，分析から除外した。すべての分析対象者で LRTC
とピーク周波数の両方が算出可能であった。
2.2　質問紙
　リアリティ・モニタリング・エラー経験質問紙　

日常場面における RM エラー経験の頻度を尋ねるた
めに，中田・森田 (2014) のリアリティ・モニタリ
ング・エラー経験質問紙 (Reality-Monitoring Error 
Experience Questionnaire: RMEEQ) を用いた。本尺
度は１因子全32項目で構成されており，日常場面で経
験され得る RM エラーを示した項目 (e.g., 「得意な分
野の事柄について，実際には見たこと・聞いたことが
ないのに，既に見たこと・聞いたことがあると思い
こんだことがある」) について，ふだんの自分にどの
程度該当するかを，５件法 ( ５: 非常によくある―１: 
まったくない ) で回答するよう求めた。
2.3　手続き
　電極装着後，閉眼安静時の自発脳波を５分間記録し
た。自発脳波の記録中は，実験室の照明を落とし，リ
ラックスして過ごすよう求めた。その後，自発脳波記
録中の覚醒度や眠ってしまった期間がなかったか等の
状態をチェックするための質問を含む質問紙への回答
を求めた。
2.4　脳波の記録と解析
　脳波は，銀 - 塩化銀アクティブ電極を配置した電
極キャップ (actiCAP; Brain Products 社 ) を用いて，
10-10法に基づく頭皮上63部位 (AF3, AF4, AF7, AF8, 
C1, C2, C3, C4, C5, C6, CP1, CP2, CP3, CP4, CP5, CP6, 
CPz, Cz, F1, F2, F3, F4, F5, F6, F7, F8, FC1, FC2, 
FC3, FC4, FC5, FC6, Fp1, Fp2, FT10, FT7, FT8, 
FT9, Fz, FCz, O1, O2, Oz, P1, P2, P3, P4, P5, P6, P7, 
P8, PO10, PO3, PO4, PO7, PO8, PO9, POz, Pz, T7, T8, 
TP7, TP8) より記録した。基準電極は鼻尖に，接地電
極は AFz に設置した。また，眼電図の測定のために
右眼窩下にも皿電極を配置した。各電極のインピーダ
ンスは20 k Ω以下になるようにした。脳波および眼
電図は，Brain Products 社のアクティブ脳波計測シ
ステム (DC 脳波計 BP-01110) を用いて DC-250 Hz 帯
域幅で増幅し，サンプリング周波数1,000 Hz で記録し
た。
　 安 静 時 脳 波 の 前 処 理 に は，MATLAB9.4.0 
(Mathworks Inc.) で動作する EEGLAB ツールボッ
クス (Delorme & Makeig, 2004) を用いた。眼電図の
電極は除去した上で解析を行った。脳波データを250 
Hz にダウンサンプリングした後，ハイパスフィル
タ１Hz，ローパスフィルタ50 Hz に設定された有限
インパルス応答 (FIR) フィルタを適用してフィルタ
リングした。全頭皮上電極の平均電位に再基準化し，
artifact subspace reconstruction method (Mullen et 
al., 2015) と独立成分分析によりアーティファクトを
除去した。
　自己相関の持続性　LRTC の指標として，DFA の



Table 1
RMEEQ合計点，前頭β帯域DFAe および
前頭βピーク周波数とそのCVの記述統計量

Table 2
RMEEQ合計点と前頭β帯域DFAe および

ピーク周波数とそのCVの偏順位相関係数 (rho )

RMEEQ
合計点 DFAe ピーク

周波数 CV

M 54.90 0.74 19.45 .009

SD 24.35 0.12 0.73 .002

2 3 4

1. RMEEQ 合計点 -.046 .241** .061

2. 前頭βピーク周波数 － .132** .055

3. 前頭β ピーク周波数 CV － .001

4. 前頭β帯域 DFAe 　 　 －
注 ) 統制変数：年齢，性別，BMI，閉眼時覚醒度
　　**p < .01

Figure 1. RMEEQ 合計点と各電極におけるβピー
ク周波数のCVの偏順位相関係数を示したトポマッ
プ ( 左 ; 年齢，性別，BMI，覚醒度を統制 )，および
RMEEQ合計点と前頭βピーク周波数のCVの散布図 
( 右 )

Figure 2. RMEEQ合計点と各電極におけるβ帯域の
DFAe の偏順位相関係数を示したトポマップ ( 左 ; 年
齢，性別，BMI，覚醒度を統制 )，および RMEEQ合
計点と前頭β帯域のDFAe の散布図 ( 右 )
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スケーリング指数 (detrended fl uctuation analysis 
exponent: DFAe; e.g. , Hardstone et al . , 2012; 
Linkenkaer-Hansen et al., 2001) を 求 め た。DFAe
の算出には，75 %オーバーラップした20秒ごとの
エポックに分けられた前処理後のデータを用いた。
MATLAB の Neurophysiological Biomarker Toolbox 
(NBT; Hardstone et al., 2012) を使用して，電極ごと
にβ帯域 (13―30 Hz) について DFAe を算出した。
DFAe は0.5の時に神経活動がランダムな状態を意味
し，DFAe が0.5より大きい時１に近いほど高い時間
相関があることを示す。その後，前頭10電極 (F1，
F2，F3，F4，Fz，FC1，FC2，FC3，FC4，FCz) を
平均することで，前頭β帯域の DFAe を求め，以降
の分析で使用した。
　ピーク周波数　脳波データの前処理後，Cohen 
(2014) に従って，電極ごとにβ帯域 (13―30 Hz) のピー
ク周波数とその CV を求めた。データは５秒ごとのエ
ポックに分け，周波数帯域を絞るために13―30 Hz の
バンドパスフィルタを適用した。その際，周波数の上
限・下限に15 %の遷移ゾーンを設定した。続いてデー
タをヒルベルト変換し，MATLABのangle関数によっ
て位相角時系列を抽出した。そして，位相角時系列に
時間微分を適用することで，瞬間的な周波数の時系列
である周波数スライディング (Cohen, 2014) を算出し
た。その後，周波数スライディングに影響する非生理
学的なノイズを減衰させるために，メディアンフィル
タを適用した。なお，メディアンフィルタの計算回数
は10回に設定した。
　また，CV は，Wolff  et al. (2019) に則り，βピーク
周波数の不偏標準偏差を平均で除することによって算
出した。その後，前頭10電極 (F1，F2，F3，F4，Fz，
FC1，FC2，FC3，FC4，FCz) のピーク周波数とその
CV を平均し，前頭βピーク周波数とその CV とした。

３．結果

3.1　RMEEQ合計点と脳波指標の記述統計量
　RMEEQ について，５と回答したものを４点，１を
０点として，０―128点の範囲で RM エラー経験が多
いほど高得点になるよう合計点を算出した。RMEEQ
合計点と自発脳波の各指標の記述統計量を Table 1に
示す。
3.2　RMEEQ合計点と脳波指標の偏順位相関分析
　RMEEQ合計点と前頭β帯域のDFAeと前頭βピー
ク周波数の CV について，年齢，性別，BMI，閉眼
安静時の覚醒度を統制した上で，偏順位相関分析を
行った (Table 2)。その結果，RMEEQ 合計点と前頭
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βピーク周波数の CV との間に有意な正の相関がみら
れた (partial rho = .241, p = .006; Figure 1)。一方で，
RMEEQ 合計点と LRTC の指標である前頭β帯域の
DFAe の間 (Figure 2)，および前頭βピーク周波数の
CV と前頭β帯域の DFAe の間には，有意な相関はみ
られなかった ( それぞれ，partial rho = .061, p = .49; 
partial rho = .001, p = .99)。

４．考察

　本研究は，日常場面における RM エラーの経験頻
度の自己報告と，閉眼安静時の自発脳波の時間的変
動の関連について検討することを目的とした。本研
究では，特に RM 能力との関連が多数示唆されてい
る前頭β帯域に焦点を当て，閉眼安静時に取得され
た自発脳波の時間的変動の指標として LRTC とピー
ク周波数の変動を扱った。仮説として，自発脳波の
前頭β帯域 LRTC は RM エラーの経験頻度の多さを
示す RMEEQ と負に相関し，ピーク周波数の変動は
RMEEQ と正に相関すると考えて検討を行った。
　結果から，RMEEQ 合計点と閉眼安静時の前頭β
ピーク周波数の CV との間に正の相関がみられた。こ
の結果は，日常場面において RM エラーを経験しや
すいほど，β帯域ピーク周波数が不安定であること
を示唆しており，本研究の仮説を支持するものであ
る。ソースモニタリングが大うつ病性障害などの精
神疾患患者において低下している (Degl’Innocenti & 
Bäckman, 1999) ことを考慮すると，本研究の結果は，
大うつ病性障害の患者においてα帯域の自発脳波の
ピーク周波数がより変動しやすいことを示した Wolff  
et al. (2019) の結果とも整合的である。ピーク周波数
の CV が大きいほど神経発火の閾値が非定常であるこ
とから (Cohen, 2014)，自発的脳活動におけるピーク
周波数が変動しやすい，すなわち神経発火の閾値が変
動しやすい人ほど，RM エラーを経験しやすくなると
考えられる。
　一方で，本研究では LRTC の指標と RMEEQ の
間には有意な相関はみられず，安静時の自発脳波の
LRTC と自身の RM 能力に関する自己評価との間に
は関連があるとは言えなかった。よって，本研究の仮
説は自発脳波のピーク周波数の観点からは支持された
ものの，自発脳波の LRTC の観点からは支持されな
いという結果になった。実在しない音声体験を訴える
幻聴などの統合失調症の症状が RM の弱さに起因す
るという自己モニタリング仮説 (Frith, 1987) と，統合
失調症患者における LRTC の弱さを報告した Nikulin 
et al. (2012) の結果を踏まえると，RM エラーが生じ

やすい人ほど弱い LRTC を示すことが予想できるが，
本研究の結果からは，少なくとも神経活動の LRTC
の弱さが RM エラーの経験しやすさと関わることは
示されなかった。
　同様に自発脳波の時間ダイナミクスを定量化しよう
としているはずのβピーク周波数の変動および LRTC
と RMEEQ との関連に関するこれらの結果は，一見
一貫しないように見える。このような結果が得られた
原因として，自発脳波の時間的変動を扱うにあたり用
いた２つの指標が測定しているものの違いが影響して
いると考えられる。LRTC は，神経活動の記憶の程度，
つまりある時点の神経活動がそれ以前の神経活動の履
歴にどの程度依存するのかを反映しており (Fedele et 
al., 2016; Linkenkaer-Hansen et al., 2001)，神経ネット
ワークの興奮性と抑制性の結合のバランスから生起す
る (Poil et al., 2012)。一方，ピーク周波数の CV は優
勢周波数の時間的変動の大きさであり，神経発火の閾
値の変動性を反映している (Cohen, 2014)。本研究に
おいて，これら２つの指標間には相関が見られなかっ
たことも，これらが神経活動の異なる側面を表す指標
であることを反映していると考えられる。
　また，本研究では，前頭β帯域に焦点を絞って検
討を行った。先行研究から，RM の神経基盤として
mPFC が提案されているほか，前頭β帯域の神経活
動はトップダウンの認知制御に関わる可能性が示唆
されている (Engel & Fries, 2010)。RM の神経基盤に
関するいくつかの先行研究では，mPFC を含む前頭
β帯域の神経活動が記憶のソースによって影響を受
けることが示唆されている (e.g., Subramaniam et al., 
2019)。本研究でも，前頭β帯域の神経発火の閾値の
ばらつきが，日常場面における RM エラーの自己評
価と正に相関することが示された。従来，前頭β帯域
の神経活動と RM の関連は課題時の脳活動との関連
で見出されてきたが，安静時の内因性脳活動である自
発脳波においても同様の傾向が見られる可能性がある
という点で，RM 研究の知見を拡張し得る。
　本研究の問題点として，RMEEQ で測定されている
RM に関する主観評価と，実際の RM 能力との乖離の
可能性が挙げられる。本研究では RM エラー経験につ
いて参加者自身の主観報告により RM を評価したが，
RM に関する自己評価が低い，すなわち日常生活で自
分はよく RM エラーを経験すると考えている個人が，
実際にソースモニタリングに失敗しているのかは不明
である。メタ分析において，記憶効力感に表れるよう
な記憶能力に関する自己評価と実際の課題パフォー
マンスの間には概ね弱い相関しか見られないことが
示唆されていることからも (Beaudoin & Desrichard, 
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2011)，RMEEQ と実際の RM 能力の関連についても
押さえておく必要がある。今後は，RMEEQ を用いて
RM に関する自己評価を測るとともに，RM 課題を用
いて実際の RM 能力を測定し，RM 能力と自発脳波の
時間ダイナミクスの関連についても検討していくべき
だろう。なお，RM の障害が報告されている統合失調
症患者が RM エラーに気付かず幻聴を訴えるように，
RM エラーの生起を正しく認知できるかどうかは精神
疾患やその傾向などの別の要因によっても左右され
る。今後 RMEEQ を用いて自身の RM に関する主観
評価を求める際には，参加者の個人特性も考慮した上
で検討を行う必要がある。また，実験室実験における
実際の RM 能力との比較だけでなく，幼少時の出来
事のインタビュー調査などの工夫によってより日常生
活場面に近い状況における実際の RM 能力も測定し，
RM に関する自己評価と実際の RM 能力，それらに関
与する神経活動の時間ダイナミクスを検討していくこ
とで，RM というプロセスに関与する神経基盤の解明
が進むと期待される。
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